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１、総会・予餞会のご案内
２、インカレ結果報告
３、新体制のお知らせ・主将抱負
４、創部60周年祝賀会模様

＜インカレ終了後、集合写真＞

今年度の総会ならびに予餞会を下記のとおり開催いたします。
先輩の皆さまには万障お繰り合わせの上、ご出席くださいますようお願い申し上げます。
なお、例年と場所が異なりますのでご注意ください。

1. 日時 平成29年 3月19日（日）
平成28年度 総会 14時30分～15時30分

予餞会 16時00分～18時00分
2. 場所 早稲田キャンパス 11号館 4階 第四会議室
3. 議題 ・平成28年度活動報告及び収支決算報告

・平成29年度活動計画及び収支予算案
・早稲田アリーナ募金の対応について 他

4. 会費 5,000円 （予餞会）

皆さまのご出席をお待ちしております。
なお、準備の都合もございますので、
ご出席いただける方は主務・OB係
までご一報ください。
≪連絡先≫
早稲田大学ウエイトリフティング部
主務 千葉健介（3年）
OB係 安嶋千晶（2年）
電話/FAX  03-3202-1090

総会・予餞会のご案内
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インカレ結果報告
12月23日～25日、埼玉県のさいたま市記念総合体育館において、第62回全日本大学

対抗選手権大会・第17回全日本大学対抗女子選手権大会が開催されました。
男子は3名が上位入賞するなど着実に得点を挙げ、団体5位の成績を収めました。
女子は団体3位（2位の平成国際大学と僅か1点差）の好成績を収めました。

＜M69㎏級 生頼選手＞

第62回全日本大学対抗ウエイトリフティング選手権大会
日時：12月23日～12月25日 場所：さいたま市記念総合体育館

学部

学年 S 順位 得点 J 順位 得点 記録 順位 得点

M56kg級 知念勇斗 ス2 55.62 103 2 7 131 1 8 234 1 8 23

千葉健介 社3 61.96 112 4 5 138 2 7 250 2 7 19

吉田旭 社1 58.20 0 - - 0 - - 0 - - 0

生頼永人 ス3 68.80 129 1 8
171

大会新
1 8 300 1 8 24

田中裕也 ス1 68.46 0 - - 125 7 2 0 - - 2

M77kg級 永迫竜也 ス2 76.84 110 10 - 141 8 1 251 9 - 1

武田健 ス4 104.18 126 6 3 176 2 7 302 5 4 14

池田祐介 社2 103.96 125 8 1 155 10 - 280 9 - 1

M69kg級

M105kg級

合計
得点

M62kg級

TOTAL
階級 選手名 体重

BEST

第17回全日本大学対抗女子ウエイトリフティング選手権大会
日時：12月23日～12月25日 場所：さいたま市記念総合体育館

学部

学年 S 順位 得点 J 順位 得点 記録 順位 得点

安嶋千晶 ス2 47.90 68 1 5 93 1 5 161 1 5 15

新川百音 ス1 47.50 67 2 4 81 2 4 148 2 4 12

W58kg級 内門沙綾 ス3 57.60 70 7 - 104 1 5 174 4 2 7

W75kg級 柏木麻希 ス2 70.28 87 1 5 103 4 2 190 4 2 9

W+75kg級 田中季恵 ス2 78.94 75 5 1 95 5 1 170 5 1 3

W48kg級

合計
得点

TOTAL
階級 選手名 体重

BEST

＜W48㎏級 安嶋選手＞＜M105㎏級 武田選手＞



新体制のお知らせ・主将抱負
森川主将を中心に部の新体制が始動しました。

主将 森川芳樹（スポーツ科学部3年）
副将/女子主将 内門沙綾（スポーツ科学部3年）

副将 生頼永人（スポーツ科学部3年）
主務 千葉健介（社会科学部3年）

女子主将 内門沙綾
このたび女子主将を務めさせていただく、内門沙綾です。
2017年度の女子の目標はインカレ団体優勝です。昨年のインカレでは1位の金沢学院

大学とは18点差、2位の平成国際大学とはわずか1点差で3位という結果でしたが、試合
展開次第では優勝に手が届く可能性もあり、1年後には優勝を狙えるのではないかと期待
が持てるインカレでした。
4月には女子の新入部員が4名入学してきます。今年の新入部員は全国大会レベルで

活躍してきた選手が多いこともあり、今年のインカレでは昨年以上の良い成績が残せるの
ではないかと考えています。
また、今年は岡田監督にメニューを作っていただいており、練習がきついと思う反面、記録

が伸びる練習をしていると感じるので、みんなで声を掛けあって強くなれるよう励みます。
インカレ団体優勝を目標に新入部員も含めてみんなで頑張るので、今年も引き続き

OB・OG皆さまのご声援、ご支援のほどよろしくお願いします。

主将 森川芳樹
2017年度 早稲田大学ウエイトリフティング部 主将になりました、森川芳樹です。
まず主将の意気込みとして、今年度の目標に掲げた「全日本インカレ団体3位・東日本

インカレ団体2位」を達成します。去年の男子は東日本インカレ団体6位・全日本インカレ
団体5位という結果であったため、去年よりも上の順位をとります。
それに加えて、今年はケガを最小限に抑え、ケガの件数を減らしたいと考えています。ケガ

をしないことが競技力向上に繋がるからです。残念ながら私自信が現在分離症であるため
言える立場ではありませんが(笑)
また、主将として後輩をしっかり引っ張っていき、OB・OGの皆さまが築いてきた伝統を引

き継ぐことも念頭におき、この1年間精進していきます。
これからも部長・監督・コーチ、OB・OGの皆さまのご指導・ご支援をよろしくお願いいたし

ます。

主将、女子主将に新年度の抱負を伺いました。皆さま、応援よろしくお願いいたします。

3



4

2月4日、早稲田大学国際会議場会議室にて創部60周年祝賀会を開催しました。
OB・OG・現役部員、お客様、総勢約100名の皆さまにご出席いただき、鵜飼信一部長の

挨拶に続き、競技スポーツセンター副所長・礒繁雄様、重量挙三田会会長・栗野宏様より
ご祝辞を賜り、志田典明会長の発声による乾杯で祝宴をスタート。
後半には、昭和31年卒・林平八郎先輩と昭和42年卒・田口薫先輩から、草創のころの

様子や1964東京オリンピック開催当時のエピソードなど貴重なお話を伺いました。
岡田純一監督から直近10年の活動状況について紹介があり、続いて松本潮霞先輩がリオ

オリンピックの報告を行い記念の会に華を添え、最後は森川芳樹主将の挨拶に続き、出席
者全員で早稲田アスリート宣言・校歌斉唱し、盛会のうちに終了しました。
また、60周年記念誌も同日無事発刊を迎え、出席者の皆さまにお持ち帰りいただきました。
祝賀会ならびに記念誌制作にご参加ご協力いただいた皆さまに深謝申し上げます。

創部60周年祝賀会模様

＜リオオリンピックの報告を行う松本先輩＞＜祝賀会終了後の集合写真＞

＜源兵衛での二次会にも多くの先輩が参加しました＞

＜OB・OG・現役部員が一堂に会し60周年を祝うとともに親睦を深めました＞


